ホモクリニックカオスのしめす拡散的現象(カオスとその周辺,研究会報告) by 相沢, 洋二 & 菊地, 康裕
Titleホモクリニックカオスのしめす拡散的現象(カオスとその周辺,研究会報告)
Author(s)相沢, 洋二; 菊地, 康裕

























































































名大･理 児 玉 裕 治
本題の詳しい内容については,物性研究 (基研研究会報告 )｢ソリトン系のダイナミクスとそ
れに関するカオスの問題｣及び後述の参考文献に譲り,本稿では概要を述べる｡
近年,非線形分散媒質中を伝搬する波動を記述するモデル方程式の可積分性について多くの
議論がなされている｡ここでは有限自由度系の議論で重要な役割をもつ標準形の理論をもとに
して,非線形分散波動系の漸近理論を導き,系の可積分性を議論する｡波動系として,可積分
系であるKdV方程式が第-近似として与えられる弱分散 ･弱非線形系を考える｡まず初めに,
系における一方向伝搬の波に対し,高次項を含むKdV方程式を導く｡これよりKdV方程式の
保存量がいかに高次項によって変形されるかを考える｡このとき,一般的に場の量についての
多項式でかける保存量は第3近似で存在しなくなることが示される｡次に,この高次項を含む
摂動系に対し,標準形を定義する｡標準形は,KdVソリトンの形を孤立波として持つように
決められる｡保存量との関係により,標準形は第2近似までは,可積分系でかけるが,第3近
似に非可積分効果が現れる｡可積分性はこのように,かなり高い近似まで成立していること
が解かる｡標準形-の変換は, リー 変換と微分多項式の性質より得られ,これによって系の分
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